
（１）結果の概要と問題内容別正答率

２年
１２０まで
の数

たし算 ひき算
３つの数
の計算

かたち 長さ・かさ 時計
えをつかっ
たグラフ

正答率 94.5 84.6 81.0 90.7 59.9 90.4 84.6 86.8

全国平均 90.8 84.2 80.3 86.6 63.7 93.0 85.0 83.8

増減 4.5 0.4 0.7 4.1 -3.8 -2.6 -0.4 3.0

３年
1万までの
数・分数

たし算・ひ
き算

かけ算
三角形と
四角形

はこの形 長さ・かさ
時こくと時
間

ひょうやグ
ラフ

正答率 71.9 70.4 68.0 88.9 74.1 80.2 64.2 73.1 

全国平均 76.6 78.5 69.4 84.1 76.1 84.9 65.9 73.2 

増減 -4.7 -8.1 -1.4 4.8 -2.0 -4.7 -1.7 -0.1

４年 大きい数・小さ

い数・分数

たし算・ひき
算

かけ算 わり算
□を使っ
た式

円と球・三
角形

長さ・重さ
時こくと時

間
表とぼうグ
ラフ

正答率 78.4 74.5 53.9 72.1 69.9 75.8 56.2 80.4 51.6 

全国平均 79.1 78.3 54.8 75.6 74.0 75.9 64.5 72.1 56.7 

増減 -0.7 -3.8 -0.9 -3.5 -4.1 -0.1 -8.3 8.3 -5.1

５年 億と兆・がい
数の表し方

わり算・計算
のきまり

小数 分数
いろいろな

形
面積

角の大き
さ

変わり方
調べ

簡単な場合につ

いての割合

折れ線グ
ラフと表

正答率 74.4 62.2 68.3 74.8 73.3 67.4 75.6 73.3 57.8 44.4 

全国平均 68.4 58.4 76.7 70.9 72.3 68.3 72.0 66.7 59.0 46.4 

増減 6.0 3.8 -8.4 3.9 1.0 -0.9 3.6 6.6 -1.2 -2.0

６年
整数のな
かま分け

分数と小
数

小数の計
算

分数の計
算

多角形と
円・合同

面積
立体と体
積

比例・単位量

あたりの大き

さ
割合

円グラフや帯グ

ラフ・平均

正答率 64.2 61.0 73.8 80.5 86.6 59.3 81.3 75.1 72.0 71.5 

全国平均 67.1 67.2 66.1 73.4 82.9 54.8 78.2 67.8 63.2 63.8 

増減 -2.9 -6.2 7.7 7.1 3.7 4.5 3.1 7.3 8.8 7.7

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標
算数科 令和４年度目標正答率

現２年 現５年 80

現３年 現６年 80

現４年

考察と具体的課題

全体的に全国平均を下回っており、どの内容についても、基礎・基本の確実
な習得が課題です。特に、文章問題を解くための乗法九九の立式や、解き方
を説明することに難しさを感じている児童が多いです。

３　算数科

　算数科では、学年が上がるにつれて、全国平均正答率を上回る傾向が出ています。これまでの算数少人数指導や基礎タイムでの取組の成
果が出ています。２年生・５年生を除いて、どの学年でも前学年までの基礎的・基本的な計算問題に課題が残りました。

考察と具体的課題

考察と具体的課題

数の概念や計算は、全国平均を上回っています。しかし「かたち」の認識、「か
さ」の単位や計算を難しいと感じている児童が多いと感じます。生活の中でも
取り入れ、学習の機会を逃さないことが大切だと言えます。

全体的に全国平均を下回っており、どの内容についても、基礎・基
本の確実な習得が課題です。特に、はかりの目盛りの読み取りや、
重さの単位、計算の工夫について難しさを感じている児童が多いで
す。

考察と具体的課題

85

80

80

特に、前学年までの「計算問題」や、「形」「変わり方調べ」に
ついて、十分に理解していると言えます。しかし、「小数」「面
積」「図形の角」については、やや苦手を感じている児童が
いることも踏まえ、復習させる必要があります。

考察と具体的課題

概ね全国平均を上回っています。しかし、「面積」「円グラフ
や帯グラフ」での、説明記述や理由説明について苦手と感
じている児童が多いです。

　「面積」「グラフ」「図形」の問題は、復習用教材プリントで取り組ませることも大切だが、具体物を使用した授業や、写真や動画で撮影した教
材を共有し、視覚的に復習できる機会を設けることも必要である。

取り組む場面 方策

基礎タイム

・全学年を通して、特に苦手分野の東京ベーシックドリルを活用し、指導を繰り返す。
・全学年を通して、ます計算・文章問題プリントを行う。
・全学年を通して、計算ドリルを活用し、既習事項を習熟させる。
・4年生から6年生では、Scratchを活用し、かたちづくりを行う。
・全学年を通して、eライブラリを活用し復習させる。

家庭学習 ・全学年を通して、計算ドリルを活用し、既習事項を習熟させる。

・ノート指導の工夫し、ルール化することで全学年を通した系統的な指導を図る。また、自分の考えを筋道を
立ててわかりやすく表現することができ、考える力を育む。
・3年生から6年生では、国語科の書く活動に関連付けながら、問題を作る経験を増やす。また、問題作りに
大切なキーワードをしっかりとおさえ、提示する。
・特に低学年は、具体物を使って文章問題のイメージをつかませる。
・全学年を通して、シンキングツールを活用し、思考を整理させることで、順序や論拠を明らかにさせ、問題
解決に生かせるようにする。

授業


